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市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
八
尋
　
伸
二

一
　
離
職
と
人
事
評
価
の
関
係
に
つ
い

て問　
令
和
３
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て

大
野
議
員
か
ら
、
※
勤
勉
手
当
に
加
算

さ
れ
る
評
価
点
75
点
以
上
が
付
い
た
職

員
数
は
一
般
職
の
職
員
６
１
７
人
中
48

人
と
、
評
価
制
度
が
職
員
の
や
る
気
を

な
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

指
摘
が
さ
れ
て
い
た
。
定
年
退
職
を
除

く
市
職
員
の
離
職
状
況
は
ど
う
か
。

答　
過
去
10
年
間
の
定
年
退
職
と
準
定

年
退
職
を
除
く
離
職
者
数
は
、
年
代
別

で
20
歳
代
ま
で
が
一
番
多
く
88
人
、
そ

の
後
、
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
減
少
傾
向

無
所
属
の
会
　
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
都
市
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

問　
平
成
４
年
に
生
産
緑
地
に
指
定
さ

れ
た
市
街
化
区
域
内
の
農
地
が
、
令
和

４
年
11
月
に
30
年
が
経
過
し
て
、
指
定

が
解
除
さ
れ
る
と
都
市
環
境
の
悪
化
な

ど
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
本
市
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
指
定
期
限
を
迎
え
る
生
産
緑
地
は

約
81
㌶
あ
り
、
そ
の
う
ち
９
割
弱
の
約

72
㌶
を
11
月
に
特
定
生
産
緑
地
に
指
定

に
あ
る
。
ま
た
、
職
種
別
で
は
保
育
教

諭
・
幼
稚
園
教
諭
職
が
全
体
の
半
数
を

占
め
て
い
る
。

問　
勤
勉
手
当
に
加
算
さ
れ
る
評
価
点

75
点
以
上
の
職
員
が
職
場
別
に
偏
っ
て

い
な
い
か
。
ま
た
、
目
標
管
理
の
検
討

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
部
局
ご
と
の
割
合
は
１
・
５
％
か

ら
20
・
６
％
と
幅
が
あ
る
が
、
外
部
講

師
に
よ
る
と
評
価
者
に
よ
っ
て
評
価
方

法
に
偏
り
が
な
け
れ
ば
問
題
な
い
と
の

こ
と
か
ら
、
評
価
の
研
修
を
行
う
な
ど

評
価
方
法
の
統
一
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
目
標
管
理
制
度
は
平
成
18
年
度
に

試
行
し
た
が
、
継
続
導
入
に
は
至
ら
な

創
　
和
　
会
　
　
　
原
　
　
　
聡

一
　
火
災
予
防
に
つ
い
て

問　
火
災
の
年
代
別
死
者
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
７
割
以
上
で
あ
り
、
特
に

午
前
０
時
か
ら
午
前
６
時
ま
で
の
就
寝

時
間
帯
の
「
逃
げ
遅
れ
」
を
防
ぐ
た
め
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
（
以
降
、
住
警
器

と
呼
称
）
の
設
置
が
必
要
不
可
欠
だ
と

考
え
る
が
、
設
置
率
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
住
警
器
の
設
置
率
は
、
全
国
平
均

が
約
83
％
で
、
本
市
は
約
78
％
で
あ
る
。

問　
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
放
火
殺
人

事
件
を
踏
ま
え
た
、
本
市
の
避
難
行
動

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
状
況
は
ど
う
か
。

答　
策
定
し
て
い
な
い
が
、
国
の
動
向

を
踏
ま
え
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

要
望　
京
都
市
消
防
局
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

超
高
齢
社
会
の
中
、
住
警
器
の
取
り
付

け
自
体
が
難
し
い
た
め
、
購
入
や
設
置

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
し
て
ほ
し
い
。

二
　
学
校
図
書
館
の
未
来
に
つ
い
て

問　
東
京
都
荒
川
区
に
は
一
人
当
た
り

の
年
間
貸
出
冊
数
１
４
０
冊
の
学
校
図

書
館
が
あ
る
。
ま
た
、
横
浜
市
は
学
校

人事評価の見直しを

京
都
市
消
防
局
よ
り

「
火
災
か
ら
命
を
守
る
避
難
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

はだのクリーンセンター

舟橋村子育て支援センター「ぶらんこ」

平沢地区生産緑地“名水湧く湧く農園”

※勤勉手当… 市職員の勤務成績に応じて期末手当とともに支給される手当のこと。なお、公務員のいわゆるボーナスは民間における賞与などの特別給との均衡上支給される期末手当
と勤勉手当で構成される。

用語解説

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
野
々
山
　
静
香

一
　
地
域
共
生
社
会
に
お
け
る
取
組
に

つ
い
て

問　
令
和
４
年
11
月
30
日
に
全
国
一
斉

改
選
を
迎
え
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
本
市
の
選
出
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
の
定
数
は
２
６
０
人
で
、
現

在
ま
で
に
２
４
６
人
の
候
補
者
を
県
に

推
薦
し
て
い
る
た
め
、
14
人
が
不
足
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
懸
念
さ
れ
る
地
域
の
担
い
手
不
足

の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
業
務
見
直
し
の
基
礎
資
料
を
基
に

19
項
目
に
わ
た
る
業
務
負
担
の
軽
減
に

努
め
た
。
ま
た
、
４
年
度
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
分
析
し
、

選
出
方
法
に
つ
い
て
も
、
先
進
市
の
取

り
組
み
を
調
査
し
今
後
に
生
か
し
た
い
。

要
望　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
に
よ
り

児
童
委
員
制
度
の
所
管
が
移
管
さ
れ
る

が
、
本
市
と
し
て
も
注
視
し
な
が
ら
、

今
後
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動

し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
担
い
手
不
足

解
消
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
子
育
て
共
助
に
つ
い
て

問　
富
山
県
中
新
川
郡
舟
橋
村
の
子
育

て
施
策
は
行
政
主
体
で
は
な
く
、
地
域

住
民
が
つ
な
が
り
、
利
用
者
の
す
き
間

を
お
互
い
に
埋
め
合
う
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
与
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、

関
わ
る
楽
し
さ
で
、
地
域
力
を
生
か
し

た
共
助
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

答　
子
育
て
世
代
を
下
支
え
す
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、
既
存
事
業
で
あ
っ

て
も
、
地
域
力
を
活
用
し
た
取
り
組
み

へ
の
発
展
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

無
　
所
　
属 
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
次

期
建
て
替
え
場
所
に
つ
い
て

問　
運
転
開
始
か
ら
約
10
年
が
過
ぎ
、

焼
却
工
場
の
寿
命
（
30
年
か
ら
40
年
）

や
用
地
決
定
に
要
す
る
時
間
を
考
慮
す

る
と
、
「
次
期
建
て
替
え
場
所
は
伊
勢

原
市
内
で
」
と
、
高
橋
市
長
が
伊
勢
原

市
長
に
打
診
し
て
、
協
議
を
開
始
す
べ

き
時
期
が
来
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
運

営
責
任
を
も
つ
秦
野
市
伊
勢
原
市
環
境

衛
生
組
合
、
い
わ
ゆ
る
二
市
組
合(

組

合
長
は
秦
野
市
長)

か
ら
の
要
請
が
な

い
の
で
、
そ
の
質
問
に
答
え
る
立
場
に

な
い
。
ち
な
み
に
、
は
だ
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
用
地
選
定
開
始
か
ら
竣
工

ま
で
は
16
年
か
か
っ
た
が
、
一
般
の
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
設
は
60
年
を
建
て

替
え
の
目
安
と
し
て
い
る
。

問　
建
設
時
に
、
秦
野
市
長
、
二
市
組

合
、
御
門
自
治
会
長
の
３
者
が
交
わ
し

た
協
定
書
で
は
、
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
建
設
予
定
地
及
び
そ
の
周
辺
は
再

度
ご
み
焼
却
場
と
し
て
活
用
し
な
い
。」

と
の
約
束
が
な
さ
れ
、
直
後
に
両
市
長

が
交
わ
し
た
確
認
書
に
は
、
「
次
期
更

新
施
設
の
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
秦

野
市
長
と
伊
勢
原
市
長
の
間
で
適
切
な

時
期
に
改
め
て
協
議
す
る
。
」
と
あ
る
。

適
切
な
時
期
の
判
断
を
二
市
組
合
に
委

ね
る
の
は
、
御
門
自
治
会
と
の
約
束
を

軽
ん
じ
て
い
な
い
か
、
市
長
に
問
う
。

答　
適
切
な
時
期
の
判
断
は
、
二
市
組

合
の
判
断
を
受
け
て
か
ら
行
う
。

問　
御
門
自
治
会
が
協
議
開
始
を
要
望

し
た
ら
ど
う
す
る
か
、
市
長
に
問
う
。

答　
前
の
答
弁
の
と
お
り
で
あ
る
。

御
門
自
治
会
と
の
約
束
は

き
ち
ん
と
守
れ

地
域
力
を
活
用
し
た

子
育
て
共
助
の
施
策
の
充
実
を

評
価
の
変
更
で

よ
り
良
い
行
政
へ

「
秦
野
市
都
市
農
業
振
興
計
画
」の
見
直
し
で

生
産
緑
地
の
有
効
活
用
を

住
警
器
の
設
置
促
進
で

市
民
の
安
全
安
心
を
確
保
せ
よ

議 会 の 動 向
○８月
 17日(水) ・代表者会議・議員連絡会・総務常任委員会
  ・文教福祉常任委員会・環境都市常任委員会
 25日(木) ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第１回臨時会
 30日(火) ・議案送付
○９月
 ２日(金) ・代表者会議・議会運営委員会
 ６日(火) ・市議会第３回定例月会議開会 【傍聴者数２人】
  ・追加議案送付・代表者会議
  ・議会運営委員会・環境都市常任委員会
 ８日(木) ・本会議（議案審議）・予算決算常任委員会
  ・代表者会議
 13日(火) ・ 予算決算常任委員会（総括質疑及び歳入の質疑）

【傍聴者数９人】
  ・議会運営委員会
 14日(水) ・ 予算決算常任委員会（総務分科会・令和３年度決算）
 15日(木) ・ 予算決算常任委員会（文教福祉分科会・令和３年度決算）
  ・文教福祉常任委員会
 16日(金) ・ 予算決算常任委員会（環境都市分科会・令和３年度決算）
 20日(火) ・代表者会議・総務常任委員会
  ・予算決算常任委員会（総務分科会・令和４年度補正）
 21日(水) ・文教福祉常任委員会
  ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会・令和４年度補正）
 22日(木) ・予算決算常任委員会（環境都市分科会・令和４年度補正）
  ・環境都市常任委員会
 26日(月) ・議会運営委員会
 27日(火) ・本会議（一般質問） 【傍聴者数40人】
 28日(水) ・本会議（一般質問） 【傍聴者数21人】
  ・追加議案送付
 29日(木) ・本会議（一般質問） 【傍聴者数10人】
○10月
 ４日(火) ・議会運営委員会・予算決算常任委員会
  ・市議会第３回定例月会議閉会 【傍聴者数１人】
  ・代表者会議・議会運営委員会・議会報編集委員会
 ５日(水) ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第３回定例会
 17日(月) ・代表者会議・議員連絡会・議会運営委員会
  ・総務常任委員会・文教福祉常任委員会
  ・環境都市常任委員会
 31日(月) ・第９回議会報告会（環境都市常任委員会所管）
○11月
 ４日(金) ・代表者会議・議会報編集委員会
 ５日(土) ・第９回議会報告会（総務常任委員会所管）
 ７日(月) ・第９回議会報告会（文教福祉常任委員会所管）

か
っ
た
。
今
後
は
評
価
シ
ー
ト
の
見
直

し
や
加
点
方
式
を
導
入
す
る
な
ど
、
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
組
織

全
体
の
公
務
能
率
の
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
な
制
度
へ
検
討
を
進
め
た
い
。

要
望　
組
織
へ
の
マ
イ
ナ
ス
感
情
を
軽

減
す
る
た
め
、
上
司
は
部
下
に
も
っ
と

興
味
を
持
っ
て
評
価
し
て
ほ
し
い
。

図
書
の
更
新
・
廃
棄
に
関
し
、
明
文
化

さ
れ
た
基
準
が
あ
る
が
本
市
は
ど
う
か
。

答　
基
準
は
明
文
化
し
て
お
ら
ず
、
各

校
の
実
情
に
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
る
。

問　
著
作
権
法
に
対
応
し
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
活
用
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
予
算
化
し
て
い
る
が
、
読
書
へ
の

活
用
は
法
的
に
難
し
い
。
市
立
図
書
館

の
電
子
書
籍
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
校
の

設
置
な
ど
、
図
書
館
と
協
議
し
て
い
く
。

要
望　
電
子
書
籍
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
の
活
用
を
含
め
、
子
ど
も
が
読
書
に

親
し
め
る
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い
。

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
秦
野
市
都
市
農
業
振
興
計
画
に
は

ほ
と
ん
ど
生
産
緑
地
の
記
載
が
な
い
。

生
産
緑
地
の
維
持
や
有
効
活
用
の
取
り

組
み
を
盛
り
込
ん
で
は
ど
う
か
。

答　
令
和
５
年
度
が
計
画
の
中
間
年
に

当
た
る
の
で
、
農
地
の
状
況
を
把
握
し

た
上
で
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

二
　
市
税
等
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て

問　
令
和
４
年
１
月
か
ら
７
月
の
債
権

差
押
え
件
数
は
２
８
９
件
だ
が
、
差
押

え
ま
で
の
催
告
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
差
押
え
件
数
２
８
９
件
に
対
し
、

郵
送
催
告
２
８
９
件
、
訪
問
催
告
76
件
、

Ｓ
Ｍ
Ｓ
催
告
40
件
を
行
っ
て
い
る
。

問　
滞
納
者
の
滞
納
理
由
や
生
活
状
況

な
ど
を
把
握
し
た
上
で
差
押
え
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

答　
通
知
や
訪
問
な
ど
の
催
告
を
し
て

も
連
絡
が
な
く
、
担
税
力
の
あ
る
人
に

対
し
て
差
押
え
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
差
押
え
は
市
民
の
将
来
の
生
活

を
ど
ん
底
に
突
き
落
と
す
危
険
性
を
は

ら
ん
で
い
る
。
平
日
の
昼
間
だ
け
で
は

な
く
、
大
変
だ
が
休
日
や
夜
間
に
訪
問

す
る
な
ど
丁
寧
な
対
応
で
差
押
え
件
数

を
減
ら
し
回
収
に
努
め
る
べ
き
だ
。


